
平
成
十
七
年
度
決
算

議
決

一
、
本
件
決
算
は
、
こ
れ
を
是
認
す
る
。

二
、
内
閣
に
対
し
、
次
の
と
お
り
警
告
す
る
。

内
閣
は
、
適
切
な
措
置
を
講
じ
、
そ
の
結
果
を
本
院
に
報
告
す
べ
き
で
あ
る
。

１

国
民
と
の
双
方
向
の
重
要
な
対
話
の
場
と
し
て
政
府
が
行
う
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
お
い
て
、
コ
ス
ト
意
識
を
欠
い

た
不
適
切
な
運
営
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
に
加
え
、
内
閣
の
重
要
課
題
に
つ
い
て
広
く
国
民
か
ら
意
見
を
聞
く
と
い
う
趣

旨
を
逸
脱
し
、
事
前
に
発
言
の
依
頼
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
看
過
で
き
な
い
。

政
府
は
、
新
た
な
方
式
に
よ
る
出
直
し
に
当
た
り
、
国
民
と
の
直
接
対
話
の
意
義
及
び
広
く
民
意
を
政
策
形
成
に
反
映

さ
せ
る
こ
と
の
重
要
性
を
認
識
し
、
関
係
者
全
員
に
対
し
て
コ
ス
ト
意
識
を
徹
底
さ
せ
る
と
と
も
に
、
テ
ー
マ
や
発
言
者

の
選
定
、
契
約
、
会
計
経
理
な
ど
に
つ
い
て
、
透
明
か
つ
公
正
適
切
な
運
営
へ
の
改
善
を
図
り
、
効
果
的
な
国
民
と
の
直

接
対
話
の
場
の
実
現
に
尽
力
す
べ
き
で
あ
る
。

２

全
国
の
四
十
七
都
道
府
県
労
働
局
す
べ
て
に
お
い
て
、
物
品
の
購
入
に
当
た
り
、
納
入
さ
れ
て
い
な
い
物
品
を
納
入
さ

れ
た
こ
と
と
し
て
虚
偽
の
内
容
の
書
類
が
作
成
さ
れ
て
い
た
ほ
か
、
多
く
の
労
働
局
に
お
い
て
、
庁
費
、
謝
金
、
旅
費
、



超
過
勤
務
手
当
等
の
不
正
支
出
が
組
織
的
か
つ
恒
常
的
に
行
わ
れ
、
加
え
て
国
庫
金
の
領
得
な
ど
の
事
態
が
引
き
起
こ
さ

れ
、
使
途
に
つ
い
て
も
不
明
な
部
分
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
極
め
て
遺
憾
で
あ
る
。

政
府
は
、
こ
の
大
規
模
な
不
正
行
為
を
厚
生
労
働
省
の
特
定
監
査
で
確
認
で
き
な
か
っ
た
こ
と
、
並
び
に
発
見
さ
れ
た

不
正
経
理
の
範
囲
が
年
々
拡
大
し
、
三
年
続
け
て
警
告
等
を
受
け
る
事
態
を
引
き
起
こ
し
た
こ
と
の
責
任
を
重
く
受
け
止

め
、
都
道
府
県
労
働
局
に
対
す
る
監
査
体
制
の
一
層
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
他
機
関
に
お
い
て
も
こ
の
よ
う
な
事
態

が
二
度
と
起
こ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
会
計
経
理
の
適
正
化
、
倫
理
の
徹
底
及
び
綱
紀
の
粛
正
に
万
全
を
期
し
、
不
正
経

べ
き
で
あ
る
。

理
の
根
絶
を
図
る

３

社
会
保
険
庁
に
お
い
て
、
国
民
年
金
、
厚
生
年
金
の
支
給
漏
れ
に
よ
り
年
金
給
付
額
を
訂
正
し
た
件
数
が
平
成
十
三
年

度
か
ら
の
六
年
間
で
約
二
十
二
万
件
に
達
し
て
い
る
こ
と
に
加
え
、
該
当
者
不
明
の
年
金
保
険
料
納
付
記
録
の
件
数
が
約

五
千
万
件
に
達
し
て
い
る
な
ど
の
ず
さ
ん
な
記
録
管
理
が
明
ら
か
に
な
り
、
公
的
年
金
に
対
す
る
国
民
の
信
頼
を
大
き
く

失
墜
さ
せ
た
こ
と
は
、
極
め
て
遺
憾
で
あ
る
。

政
府
は
、
年
金
給
付
額
の
誤
り
を
防
止
す
る
た
め
、
年
金
受
給
開
始
手
続
時
に
お
け
る
厳
格
な
チ
ェ
ッ
ク
体
制
の
構
築

に
努
め
る
と
と
も
に
、
該
当
者
不
明
の
保
険
料
納
付
記
録
の
早
急
か
つ
徹
底
的
な
調
査
、
こ
れ
ま
で
の
支
給
漏
れ
実
態
の



べ
き
で
あ
る
。

把
握
、
救
済
策
の
検
討
等
に
真
摯
に
取
り
組
み
、
公
的
年
金
に
対
す
る
国
民
の
信
頼
回
復
に
万
全
を
期
す

４

国
土
交
通
省
発
注
の
水
門
設
備
工
事
の
入
札
に
関
し
て
、
談
合
撲
滅
の
先
頭
に
立
つ
べ
き
同
省
が
中
央
省
庁
と
し
て
初

め
て
官
製
談
合
防
止
法
に
基
づ
く
改
善
措
置
要
求
を
受
け
、
さ
ら
に
、
緑
資
源
機
構
発
注
の
林
道
整
備
調
査
の
入
札
に
関

し
て
、
同
機
構
及
び
農
林
水
産
省
所
管
公
益
法
人
の
役
員
等
が
独
占
禁
止
法
違
反
容
疑
で
逮
捕
さ
れ
る
と
い
う
官
製
談
合

事
件
が
相
次
い
で
発
生
し
た
こ
と
は
、
極
め
て
遺
憾
で
あ
る
。

政
府
は
、
官
製
談
合
の
排
除
等
に
関
す
る
度
重
な
る
本
院
の
警
告
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
よ
う
な
事
態
に
至
っ
た
こ

と
を
真
摯
に
受
け
止
め
、
こ
れ
ら
事
案
の
徹
底
解
明
は
当
然
の
こ
と
、
談
合
情
報
を
得
た
と
き
は
談
合
の
存
否
の
確
認
に

努
め
る
と
と
も
に
、
公
共
工
事
に
係
る
入
札
契
約
方
式
の
改
善
、
天
下
り
の
自
粛
、
職
員
の
意
識
改
革
な
ど
の
方
策
を
講

じ
、
官
製
談
合
の
根
絶
に
尽
力
す
べ
き
で
あ
る
。

５

電
力
各
社
の
原
子
力
発
電
所
に
お
け
る
総
点
検
の
結
果
、
北
陸
電
力
株
式
会
社
志
賀
原
子
力
発
電
所
一
号
機
の
臨
界
事

故
隠
ぺ
い
な
ど
、
悪
質
な
法
令
違
反
十
一
事
案
を
含
む
多
数
の
ト
ラ
ブ
ル
隠
し
や
デ
ー
タ
改
ざ
ん
等
の
実
態
が
明
ら
か
に

な
っ
た
こ
と
は
、
遺
憾
で
あ
る
。

、

、

政
府
は

安
全
の
確
保
よ
り
も
原
子
力
発
電
所
の
稼
働
を
優
先
さ
せ
て
き
た
電
力
業
界
の
体
質
を
根
本
的
に
改
め
さ
せ



電
力
各
社
に
対
し
て
、
不
正
を
許
さ
な
い
仕
組
み
の
構
築
、
事
故
や
ト
ラ
ブ
ル
に
関
す
る
情
報
の
業
界
内
で
の
共
有
等
を

徹
底
さ
せ
る
と
と
も
に
、
現
在
の
検
査
制
度
の
実
効
性
を
よ
り
高
め
、
こ
の
種
事
案
の
再
発
防
止
と
安
全
確
保
に
万
全
を

期
し
、
原
子
力
発
電
に
対
す
る
国
民
の
信
頼
確
保
に
一
層
尽
力
す
べ
き
で
あ
る
。

６

基
地
周
辺
対
策
の
実
施
に
当
た
り
、
一
部
の
防
衛
施
設
局
に
お
い
て
、
職
員
の
不
適
切
な
業
務
処
理
に
基
づ
く
申
請
に

よ
り
操
業
実
態
の
な
い
漁
業
者
に
対
す
る
損
失
の
補
償
が
行
わ
れ
、
公
金
が
不
適
正
に
支
出
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
遺
憾

で
あ
る
。
ま
た
、
一
部
の
防
衛
施
設
局
に
お
い
て
、
防
衛
施
設
庁
本
庁
の
通
達
で
は
対
象
と
な
ら
な
い
住
宅
に
対
し
て
独

自
の
処
理
方
針
に
基
づ
き
防
音
工
事
の
助
成
が
行
わ
れ
る
な
ど
、
公
金
の
適
正
支
出
に
疑
念
を
抱
か
せ
る
事
案
が
明
ら
か

に
な
っ
た
こ
と
は
、
看
過
で
き
な
い
。

政
府
は
、
こ
の
種
事
案
の
有
無
等
に
つ
い
て
早
急
に
調
査
し
、
不
適
正
に
支
出
さ
れ
た
公
金
の
返
還
を
求
め
る
な
ど
適

切
な
対
応
を
行
う
と
と
も
に
、
再
発
防
止
の
た
め
、
防
衛
施
設
局
に
お
け
る
審
査
体
制
等
に
つ
い
て
所
要
の
見
直
し
を
行

う
べ
き
で
あ
る
。


